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1　 目的 ；発達障害児の 中には何らか の 理由で社会参加が制限さ

れ る など，本人の QQL の 妨げとなる要因の
一

つ に な っ て い る行

動を示す人が少なくない ［Sigafoot　et　al．，2003コ。このような問

題 に対 して 「積極的行動支援 」 （  伽 eBehaVior 　Support

匚Koegel　et　a1．．1996以下 PBS と賂す］）において は行動問題と

そ の 結果の 随伴性に注 目 した研 究が多い が，近年 目標 とな る行動

に先立 つ 先行刺激 に 対 す る 操作技法が試 み ら れ て い る

O．K ．LuiSeM　et　al．”2001）。

　本研究 で はら 行 勤問題 とは言 えな いが，食べ 物を扱 う際，時と

場所 に関わ らず食べ て しまうとい う気になる行動を持つ 児童を対

象 に，先 行刺激の 弁別の 不全 と仮定し，無誤学習の考え を取入れ、

先行子操作によるその行動の軽減をはか る ことを目的と した。

2　方法

1）対象児 ：200X年 10月現在、　A 養i護学校に在籍する，10歳男

児で ある 。 前年度同じく 1大学プレイルー
ム にて 「ホッ トケ

ー
キ

作 り」 場面 を利用 した コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン指導 に参加。調 理時に

食材を食べ て しま うこ とや，飲食時に他の 入の 食べ 物に手を出し

て しまう様子が頻繁に見 られた。絵と文字カ
ー

ドで 喰 べ ませ ん

の 指示を して も．本児は復唱をしたがその 言葉は 喰 べ る亅行動を

抑制す る こ とはできなか っ たe
「だめで す」 な どの禁止の 言語指

示によ り興奮し部屋をとび出すこ ともあっ た。家庭において も，

つ まみ食い が頻発 してい る との 報告を受けて い る。2）指導自標 ：

自分の 食べ 物と人の 食べ 物を適切に弁別し、自分の おやつ だけを

食べ る ことがで きる。3）指導期閭 ：200X年 6月か ら翌年 2 月の

間 に 32セ ッ ショ ン実施 4）指導 場所 ：工大学 プレイルーム （5m ×

8m）5）参加者および指導場面 ：本児の 他に主指導者、観察記録

者 2名が参加。4名が テーブル を中心 に座 りお やつ を食 べ た。ま

たセ ッ ショ ン（以下 S と略す）16 からは離れた場所にテーブル を

設 けお やつ や道 具の 受 け渡 し場所 と しさ らに一名の 大 人を配 置 し

た。6）教材 ：菓子，小 分け容器，トレイ，皿 コ ッ プ，他 。 7）一事例の

研究デザイ ン ：基準 変更デザイ ン を採用．8）手続き ；指導期 1は

自他の ものの弁別が明瞭なおや つ 場面か ら自然な場面ヘ ス モ
ー
ル

ス ッテ プで 先行刺激を変更 した。指導期 Eにおいて はより現実酌

な弁別を促すため に多様な先行刺激の 状況を設置 した。また，「こ

れは誰々 の ね」 「皆で 食べ よう翻 「あとでね」や，食べ そうにな

っ た時は 「あっ 」 「ええ」 な どの 言語教示 で 本児 の 指示従事行 動

の機能化を図っ た。9）整理方法 ：事象記録法を用 い た。お やつ 場

面全体を観察斌 象と し標 的行動 の レベ ルを三つ に 区分し記録 した。

  食べ 物に手を出さない （○），  手を出す（△）、  食べ る（× ）10）

記録の 信頼性 ： 2名の 観察記録者聞 の
一
致 率 は 32／32× 100＝

100％で あっ た。

3　結果お よび考察 ： （Figure　1） ［指導期 1コおやつ カs参加者

各自の 手 の 中に あ り手 を 出せな い状 態 か ら，S12 の皿 の 上 まで

の 間に手 を出したのは S3 と S5 にお いてのみ だけで あ っ た。［指

導期 R］手 を出しやす い 条件 を増 や した。S15，　S21，　S25 にお

いて菓子 に手を出すが，いずれ も ［あっ 亅な どの声か けで 手を戻し，

言語教示 の機能化図られた よ うだ 。 ［般化コベー
ス ラインとほぼ

同じ手続きで の ホ ッ トケーキ作 りで は、一
度 もつ まみ食い をせ ず

に自分の お やつ の みを食べ ，自他の 弁別を維持する ことができた。

また，指導期 llか らは ［あとで ね などの 舗　　示 に，［は い1と応

答する様子や，本児が 自発的に 「あとでね」 と言い行勤を 自己統

制する様子が見 られた。般化場面に お いて も自己教示 に よる行動

調整が 機能して い た。
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